
(57)【要約】

　　【課題】　本発明は、上記の問題を鑑みなされたも

のであり、人体近傍において使用する場合でも良好な放

射・受信特性が得られ、且つ１３MHｚ帯ＲＦＩＤタグに

重ねても、そのタグのループアンテナに影響を及ぼさな

いアンテナを有するＲＦＩＤタグを提供することを目的

とする。

【解決手段】　本発明は、アンテナと電子部品とからな

るＲＦＩＤタグにおいて、誘電体基板の表面を覆う板状

の金属とからなるアンテナと、その板状の金属に実装す

る電子部品と、重ねられたＲＦＩＤタグのループコイル

アンテナへの影響を低減する配置になるように、該アン

テナを端部に収容する部材とからなるＲＦＩＤタグを用

いる。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ を 有 す る 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 さ な る 他 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
で あ っ て 、
誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 う 板 状 の 金 属 と か ら な る ア ン テ ナ と 、
そ の 板 状 の 金 属 上 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、
重 ね ら れ た 該 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 一 部 を 覆 う よ う に 、 端 部 に 収
容 す る 該 ア ン テ ナ を 備 え た 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ を 有 す る 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 さ な る 他 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
で あ っ て 、
誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 覆 い 、 一 部 を 切 り 欠 い た 板 状 の 金 属 と か ら な る ア ン テ ナ と 、
そ の 板 状 の 金 属 上 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、
重 ね ら れ た 該 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 一 部 を 覆 う よ う に 、 端 部 に 収
容 す る 該 ア ン テ ナ を 備 え た 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
ア ン テ ナ と 電 子 部 品 と か ら な る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に お い て 、
誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 い 、 折 り 返 し ル ー プ を 形 成 す る 金 属 と か ら な る ア ン テ ナ と 、 そ の 板
状 の 金 属 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、
該 ア ン テ ナ を 端 部 に 収 容 す る 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
ア ン テ ナ と 電 子 部 品 と か ら な る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に お い て 、
誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 い 、 ル ー プ の 両 端 を 中 央 付 近 に 折 り 返 し た ル ー プ を 形 成 す る 金 属 か
ら な る ア ン テ ナ と 、
そ の 板 状 の 金 属 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、
該 ア ン テ ナ を 端 部 に 収 容 す る 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 UHF帯 RFIDタ グ に 関 連 し ， カ ー ド 型 １ ３ MHｚ 帯 RFIDタ グ と 重 ね て も 、 １ ３ MH
ｚ 帯 RFIDカ ー ド の ル ー プ ア ン テ ナ へ の 影 響 を 低 減 し 、 か つ 人 体 近 傍 に お い て 使 用 す る 場 合
で も 良 好 な 放 射 ・ 受 信 特 性 が 得 ら れ る ア ン テ ナ を 持 つ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 折 り 返 し ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 用 い た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 図 １ は 薄 型 の RF ID タ グ 500 の 上 面 図 を 示 す 。 窓 550 に 配 置 さ れ た チ ッ プ 510は フ レ
キ シ ブ ル 基 板 520 上 の 接 触 子 525 に 結 合 さ れ 、 基 板 520 は そ れ に 含 ま れ た ２ つ 以 上 の 折 り
返 し ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 530 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の グ ラ ン ン ド プ レ ー ン を 有 す る 無 線 タ グ を 説 明 す る 。
図 ２ は 、 無 線 タ グ １ の 構 成 を 示 し 、  図 ２ （ ａ ） は 無 線 タ グ １ の 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は
そ の 断 面 図 で あ る 。
無 線 タ グ １ は 、 円 偏 波 対 応 型 で あ り 、 電 波 放 射 面 ２ ａ を 有 す る 放 射 側 導 電 板 ２ 、 ア ー ス 面
３ ａ を 有 す る ア ー ス 側 導 電 板 ３ 、 半 導 体 モ ジ ュ ー ル ４ 、 誘 電 体 部 ５ を 備 え て 構 成 さ れ る 。
こ こ で は 、 放 射 側 導 電 板 ２ と ア ー ス 側 導 電 板 ３ と の 間 に 誘 電 体 部 ５ を 介 在 し て ア ン テ ナ 素
子 ６ が 構 成 さ れ 、 放 射 側 導 電 板 ２ と し て 円 形 状 で 中 心 部 に 矩 形 状 の 切 込 み （ 開 口 部 ） ７ を
有 す る も の を 使 用 し て い る 。 半 導 体 モ ジ ュ ー ル ４ の 一 方 端 子 ４ ａ は 放 射 側 導 電 板 ２ に 、 他
方 端 子 ４ ｂ は ア ー ス 側 導 電 板 ３ に 接 続 さ れ る 。 誘 電 体 部 ５ か ら 電 波 放 射 面 ２ ａ の 一 点 と ア
ー ス 面 ３ ａ 間 を 見 た イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 良 く 知 ら れ て い る よ う に 電 波 放 射 面 ２ ａ の 中 央 付
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近 で は ０ に 近 く 、 電 波 放 射 面 ２ ａ の 端 に い く に 従 っ て 高 く な る 。
電 波 放 射 面 ２ ａ の 端 で は 、 数 １ ０ ０ オ ー ム の 高 イ ン ピ ー ダ ン ス に な る 。
半 導 体 モ ジ ュ ー ル ４ の 位 置 は 、 半 導 体 モ ジ ュ ー ル ４ の 両 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ か ら み た イ ン ピ ー
ダ ン ス が 、 電 波 放 射 面 ２ ａ と ア ー ス 面 ３ ａ 間 の イ ン ピ ー ダ ン ス に 、 よ り 整 合 さ れ る 付 近 に
接 続 さ れ る 。 な お 、 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ の 長 さ ・ 幅 に よ る イ ン ピ ー ダ ン ス 特 性 も 含 め て 整 合 さ
れ る 。 質 問 器 か ら 放 射 さ れ た 円 偏 波 信 号 は 、 電 波 放 射 面 ２ ａ で 取 込 ま れ 、 半 導 体 モ ジ ュ ー
ル ４ に 入 力 さ れ る 。 タ グ 情 報 の 読 み 出 し の 場 合 に は 、 無 線 タ グ １ に 入 力 さ れ た 信 号 波 が 無
線 タ グ １ 内 の 情 報 に よ っ て 変 調 さ れ 、 タ グ イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 わ る こ と に よ っ て 、 入 力 波
が 反 射 さ れ 電 波 放 射 面 ２ ａ か ら 質 問 器 に 返 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ８ ８ ５ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ３ ７ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 カ ー ド 型 １ ３ MHｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ は 、 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ を 使 用 し て お り 、 そ の コ
イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 前 面 ま た は 背 面 を 覆 う よ う に 、 別 の Ｕ Ｈ Ｆ 帯 、 又 は ２ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ
帯 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 重 ね る と 、 そ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 内 側 を 通 過 す る 磁 束 が 、 重 ね
た Ｕ Ｈ Ｆ 帯 、 又 は ２ ． ４ ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 金 属 に よ り 阻 害 さ れ 、 ル ー プ ア ン テ
ナ 上 に ほ と ん ど 電 流 が 発 生 し な く な る 。 そ の 結 果 、 カ ー ド 型 １ ３ MHｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の チ
ッ プ に 電 流 が 供 給 さ れ ず に 、 動 作 で き ず 、 通 信 が 出 来 な く な る と い う 問 題 が あ っ た ．
　 ま た 、 上 記 と は 別 に 、 従 来 の Ｕ Ｈ Ｆ 帯 用 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ （ 例 え ば 、 折 り 返 し ダ イ ポ ー ル
ア ン テ ナ を 有 す る タ グ ） は 人 体 近 傍 で 使 用 す る 場 合 ， 特 性 が 劣 化 す る と い う 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の グ ラ ウ ン ド プ レ ー ン を 有 す る タ グ は 人 体 近 傍 で も 特 性 は 劣 化 し な い も の の
， ア ン テ ナ に 表 裏 が 存 在 す る た め ， ア ン テ ナ 素 子 を 人 体 側 に 向 け る と 特 性 が 劣 化 し て し ま
う と い う 問 題 が あ っ た ．
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 を 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 １ ３ MHｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に 重 ね て も
、 そ の タ グ の ル ー プ ア ン テ ナ へ の 影 響 を 低 減 で き 、 か つ 人 体 近 傍 に お い て 使 用 す る 場 合 で
も 良 好 な 放 射 ・ 受 信 特 性 が 得 ら れ る ア ン テ ナ を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 本 発 明 の 第 １ の 構 成 は 、 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ を 有 す る 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 さ
な る 他 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で あ っ て 、 誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 う 板 状 の 金 属 と か ら な る ア ン テ
ナ と 、 そ の 板 状 の 金 属 上 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、 重 ね ら れ た 該 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ
ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 一 部 を 覆 う よ う に 、 端 部 に 収 容 す る 該 ア ン テ ナ を 備 え た 部 材 と を 有 す
る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 は 、 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ を 有 す る 一 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 さ な
る 他 方 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で あ っ て 、 誘 電 体 基 板 の 表 面 を 覆 覆 い 、 一 部 を 切 り 欠 い た 板 状 の 金
属 と か ら な る ア ン テ ナ と 、 そ の 板 状 の 金 属 上 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、 重 ね ら れ た 該 一 方 の
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 一 部 を 覆 う よ う に 、 端 部 に 収 容 す る 該 ア ン テ ナ を
備 え た 部 材 と を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 は 、 ア ン テ ナ と 電 子 部 品 と か ら な る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に お い て 、 誘 電 体
基 板 の 表 面 を 覆 い 、 折 り 返 し ル ー プ を 形 成 す る 金 属 と か ら な る ア ン テ ナ と 、 そ の 板 状 の 金
属 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、 該 ア ン テ ナ を 端 部 に 収 容 す る 部 材 と を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 の 第 ４ の 構 成 は 、 ア ン テ ナ と 電 子 部 品 と か ら な る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ に お い て 、 誘 電 体
基 板 の 表 面 を 覆 い 、 ル ー プ の 両 端 を 中 央 付 近 に 折 り 返 し た ル ー プ を 形 成 す る 金 属 か ら な る
ア ン テ ナ と 、 そ の 板 状 の 金 属 に 実 装 す る 電 子 部 品 と 、 該 ア ン テ ナ を 端 部 に 収 容 す る 部 材 と
を 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 取 る こ と で 、 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 な っ て
も 、 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ 内 側 を 通 過 す る 磁 束 を な る べ
く 阻 害 し な い よ う に す る こ と で 、 コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ に 十 分 な 電 流 を 発 生 さ せ 、 １ ３
Ｍ Ｈ ｚ 帯 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と し て 十 分 通 信 可 能 と な る 。 さ ら に 、 人 体 側 か ら の 影 響 に よ る 放
射 ・ 受 信 特 性 の 劣 化 が 防 げ 、 帯 域 幅 を 広 く 取 る と 同 時 に 、 高 利 得 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 。 図 ３ で は 、 誘 電 体 基 板 １ ０ に 、 表
面 に 切 り 欠 き が あ る 金 属 １ １ を 巻 き 付 け 、 切 り 欠 き 付 近 に 給 電 位 置 及 び Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ２ の
実 装 位 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 内 に お け る 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 配 置 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ を Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ １ ３ 内 の 端 に 寄 せ て 配 置 し て い る 。
図 ５ は 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 重 ね た 場 合 の 配 置 例 を 示 す
。 図 ５ （ ａ ） は 、 横 か ら み た 場 合 の 構 成 図 で あ る 。 図 ５ （ ｂ ） は 真 上 か ら 見 た 場 合 の 構 成
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ２ ０ と Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ １ ３ と を 重 ね
た 場 合 を 想 定 し て お り 、 そ の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ １ ３ に 収 容 す る ア ン テ ナ 部 （ 金 属 ） を 端 部 に 配
置 し て い る 。 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ ２ ０ は 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 さ れ て い る 様 に コ
イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ ２ １ の 内 側 に リ ー ダ ー ラ イ タ か ら の 電 波 に よ る 磁 束 が 通 過 す る こ と
で ル ー プ に 電 流 が 発 生 し 、 そ の 電 流 を 基 に リ ー ダ ー ラ イ タ と の 通 信 を 可 能 と し て い る 。 本
発 明 で は 、 ア ン テ ナ 部 （ 金 属 ） を 小 さ く し 、 端 部 に 収 容 す る こ と で 、 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ）
に 図 示 さ れ て い る コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ ２ １ 内 を 通 過 す る 磁 束 に な る べ く 影 響 を 与 え な
い よ う に 、 そ の ル ー プ ア ン テ ナ ２ １ 内 側 を ア ン テ ナ 等 の 金 属 で 全 面 覆 う こ と の な い 工 夫 を
し た 。 そ う す る こ と で 、 図 ５ （ ｂ ） か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ １ ３ は コ イ
ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ ２ １ 内 を 鎖 交 す る 磁 束 領 域 が 十 分 確 保 で き 、 従 来 の よ う に １ ３ Ｍ Ｈ ｚ
帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ が ま っ た く 動 作 し な い と い う こ と が な く な る 。 そ の 結 果 、 リ ー ダ ー ラ イ タ
は １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と を 重 ね て も 、 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ
Ｄ タ グ の 情 報 を 十 分 読 み 取 り 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ で は 、 本 発 明 の ル ー プ 長 を 長 く し た ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は １ ３ Ｍ Ｈ
ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と 重 ね て も 、 １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の コ イ ル 状 ル ー プ ア ン テ ナ へ 影
響 し な い よ う に 図 ３ の 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 金 属 部 分 を 一 部 取 り 除 い て 、 誘 電 体 基 板 を 剥
き 出 し に し て い る 。 図 ６ （ ｂ ） は 図 ６ （ ａ ） の ア ン テ ナ 構 成 の 金 属 部 分 の み を 示 し た 面 で
あ る 。 ま た 、 図 ６ の ア ン テ ナ は 図 ５ 同 様 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 端 部 に 収 容 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 図 ６ （ ａ ） の ア ン テ ナ 構 成 の 金 属 部 分 の 各 寸 法 は ａ ＝ ４ ｍ ｍ 、 ｂ ＝ ６ ｍ ｍ 、 ｃ ＝ ２
４ ． ５ ｍ ｍ と し 、 誘 電 体 基 板 寸 法 は ５ ４ ｍ ｍ × ５ ４ ｍ ｍ × ０ ． ４ ｍ ｍ 、 基 板 比 誘 電 率 は ２
． ３ 、 基 板 誘 電 損 失 （ ｔ ａ ｎ δ ） は ０ ． ０ ０ ４ 、 金 属 部 導 電 率 は ３ × １ ０ ７ Ｓ ／ ｍ 、 金 属
厚 さ は ９ μ ｍ と す る 。 さ ら に 、 チ ッ プ ア ド ミ ッ タ ン ス は 実 部 約 １ ｍ Ｓ 、 虚 部 １ ０ ｍ Ｓ 以 上
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と 。 こ の よ う な ア ン テ ナ 構 成 と Ｉ Ｃ チ ッ プ と は 、 図 ７ に 示 す 第 ２ の ア ン テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ
と の マ ッ チ ン グ 特 性 が 得 ら れ る 。 こ の 特 性 の 縦 軸 は マ ッ チ ン グ （ Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ ） で 、 横 軸 に 周
波 数 を 示 す 。 こ の マ ッ チ ン グ （ Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ ） は 値 が 小 さ い 程 、 マ ッ チ ン グ が 取 れ て い る こ と
を 表 す 。 図 ８ に 示 す 図 は 、 図 ６ （ ｂ ） の 上 面 か ら 見 た 金 属 上 を 流 れ る 電 流 の 向 き を 示 し て
い る 。 電 流 が 流 れ る 始 点 は Ｉ Ｃ チ ッ プ 実 装 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 図 ６ の ア ン テ ナ 構 成 の 変 形 し た 第 ３ の ア ン テ ナ 構 成 を 示 す 。 図 ９ （ ａ ）
は 誘 電 体 基 板 に 切 り 欠 い た 金 属 を 表 裏 に 覆 い 、 そ れ ぞ れ の 金 属 を 金 属 線 と し て ル ー プ を 形
成 し た 構 成 で あ る 。 ま た 、 図 ９ の ア ン テ ナ は 図 ５ 同 様 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 端 部 に 収 容 し て い る
。
図 ９ （ ａ ） の ア ン テ ナ 構 成 の 金 属 部 分 の 各 寸 法 は ｄ ＝ ３ ２ ｍ ｍ 、 ｅ ＝ ２ ９ ｍ ｍ と し 、 誘 電
体 基 板 寸 法 は ６ ０ ｍ ｍ × ４ ７ ｍ ｍ × ０ ． ６ ｍ ｍ 、 基 板 比 誘 電 率 は ２ ． ３ 、 基 板 誘 電 損 失 （
ｔ ａ ｎ δ ） は ０ ． ０ １ 以 下 、 金 属 部 導 電 率 は １ × １ ０ ７ Ｓ ／ ｍ 、 金 属 厚 さ は ９ μ ｍ と す る
。 さ ら に 、 チ ッ プ ア ド ミ ッ タ ン ス は 実 部 約 １ ｍ Ｓ 、 虚 部 ５ ｍ Ｓ 以 上 と 。 こ の よ う な ア ン テ
ナ 構 成 と Ｉ Ｃ チ ッ プ と は 、 図 １ ０ に 示 す 第 ３ の ア ン テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の マ ッ チ ン グ 特 性
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ４ の ア ン テ ナ で あ る 折 り 返 し ル ー プ ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 。 図 １ １
の ア ン テ ナ は 図 ５ 同 様 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の 端 部 に 収 容 し て い る 。 図 １ １ （ ａ ） は ル ー プ ア ン テ
ナ の 両 端 を 中 央 に 折 り 返 し た ア ン テ ナ で 、 ル ー プ を 形 成 す る 金 属 の 各 寸 法 は ｇ ＝ ２ ｍ ｍ （
金 属 幅 ） 、 ｆ ＝ ４ １ ｍ ｍ と し 、 誘 電 体 基 板 寸 法 は ８ ２ ｍ ｍ × ５ ５ ｍ ｍ × ０ ． ８ ｍ ｍ 、 基 板
比 誘 電 率 は ３ ． ５ 、 基 板 誘 電 損 失 （ ｔ ａ ｎ δ ） は ０ ． ０ １ 以 下 、 金 属 部 導 電 率 は １ × １ ０
７ Ｓ ／ ｍ 、 金 属 厚 さ は ３ ５ μ ｍ と す る 。 さ ら に 、 チ ッ プ ア ド ミ ッ タ ン ス は 実 部 約 １ ｍ Ｓ 、
虚 部 ５ ｍ Ｓ 以 上 と 。 こ の よ う な ア ン テ ナ 構 成 と Ｉ Ｃ チ ッ プ と は 、 図 １ ２ に 示 す 第 ４ の ア ン
テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の マ ッ チ ン グ 特 性 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の ２ つ 以 上 の 折 り 返 し ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 有 す る 薄 型 タ グ の 上 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 従 来 の 無 線 タ グ １ の 構 成 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 内 に お け る 第 １ の 板 状 ル ー プ ア ン テ ナ の 配 置 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ と １ ３ Ｍ Ｈ ｚ 帯 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 重 ね た 場 合 の 配 置 例 を 示 す
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の ル ー プ 長 を 長 く し た 第 ２ の ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の ア ン テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の マ ッ チ ン グ 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ （ ｂ ） の 金 属 上 を 流 れ る 電 流 の 向 き を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 図 ６ の ア ン テ ナ 構 成 の 変 形 し た 第 ３ の ア ン テ ナ 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ の ア ン テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の マ ッ チ ン グ 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ の ア ン テ ナ で あ る 折 り 返 し ル ー プ ア ン テ ナ の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の ア ン テ ナ と Ｉ Ｃ チ ッ プ と の マ ッ チ ン グ 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ ０ 　 誘 電 体 基 板
　 １ １ 　 金 属
　 １ ２ 　 Ｉ Ｃ チ ッ プ
　 １ ３ 　 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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